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●
は
じ
め
に

四
月
か
ら
五
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙

で
イ
ン
ド
人
民
党
が
大
勝
し
、
下
院
の

議
席
数
の
過
半
数
を
単
独
で
獲
得
し

た
。
こ
の
結
果
、
イ
ン
ド
人
民
党
に
組

閣
が
要
請
さ
れ
、
か
ね
て
よ
り
政
党
内

で
首
相
候
補
と
さ
れ
て
い
た
ナ
レ
ン
ド

ラ
・
モ
デ
ィ
が
五
月
二
六
日
に
首
相
に

就
任
し
た
。
そ
し
て
「
最
小
の
政
府
と

最
大
の
統
治
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
閣
僚
の
数
を
削
減
し
、
省
庁
の

再
編
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
目

指
す
と
こ
ろ
は
、
政
府
の
意
思
決
定
ま

で
の
時
間
短
縮
と
歳
出
削
減
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
の
投
資
環
境
の
問
題

点
と
し
て
省
庁
間
の
縦
割
り
行
政
と
認

可
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。

ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
は
二
〇
〇
一

年
か
ら
一
四
年
ま
で
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州

の
州
首
相
と
し
て
同
州
の
工
業
化
を
推

進
し
て
き
た
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
州

内
総
生
産
は
〇
四
年
度
か
ら
一
二
年
ま

で
の
間
に
年
平
均
で
実
質
九
・
一
％
の

成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
国
内

総
生
産
が
同
時
期
に
七
・
八
％
し
か
成

長
し
て
い
な
い
の
で
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト

州
が
イ
ン
ド
の
な
か
で
も
高
い
成
長
率

を
維
持
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
国
内
外
か
ら
の
投

資
を
誘
致
し
、
工
業
化
を
推
進
し
て
い

く
手
腕
は
産
業
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
な
か
で
イ
ン

ド
人
民
党
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
外
国

投
資
の
誘
致
、
製
造
業
の
振
興
に
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
き
た
。

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
行
っ
た
政
策
を
イ

ン
ド
全
体
で
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。し
か
し
、グ
ジ
ャ
ラ
ー

ト
州
と
イ
ン
ド
一
国
が
抱
え
る
問
題
は

異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
ド

政
府
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
。

●
イ
ン
ド
経
済
の
現
状

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
は
ア
ラ
ビ
ア
海
に

面
し
て
お
り
、古
来
か
ら
中
東
・
ア
フ
リ

カ
諸
国
と
の
通
商
で
栄
え
て
い
た
。
一

九
世
紀
か
ら
近
代
的
綿
業
に
よ
る
工
業

化
が
進
ん
だ
。
港
湾
の
近
く
に
工
場
を

立
地
さ
せ
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
を
低
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
原
料

と
し
て
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
中
東
か
ら

輸
入
す
る
産
業
に
と
っ
て
グ
ジ
ャ
ラ
ー

ト
州
は
最
適
の
場
所
と
な
る
。
イ
ン
ド

を
代
表
す
る
財
閥
で
あ
る
リ
ラ
イ
ア
ン

ス
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
ジ
ャ
ム
ナ
ガ

ル
に
石
油
精
製
所
を
建
設
し
、
一
九
九

九
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に

続
き
エ
サ
ー
ル
も
バ
デ
ィ
ナ
ー
ル
に
石

油
精
製
所
を
建
設
し
、
二
〇
〇
八
年
か

ら
操
業
を
開
始
し
た
。
一
一
年
度
に
お

け
る
州
別
工
業
生
産
高
を
見
て
み
る
と
、

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
は
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ

ト
ラ
州
に
続
い
て
第
二
位
で
あ
り
、
イ

ン
ド
全
体
の
一
七
・
二
％
を
占
め
て
い

る
。
一
人
あ
た
り
州
内
総
生
産
を
見
て

も
一
二
年
度
に
お
い
て
ゴ
ア
、
マ
ハ
ー

ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
に
続
い
て
三
番
目
と

な
っ
て
い
る
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
は
歴

史
的
に
イ
ン
ド
の
な
か
で
も
工
業
先
進

地
帯
で
あ
り
、
地
理
的
条
件
か
ら
も
工

業
化
を
し
や
す
い
地
域
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

一
方
、
中
央
政
府
は
落
ち
込
ん
だ
経

済
成
長
率
の
回
復
と
イ
ン
フ
レ
の
抑
制

と
い
う
二
つ
の
目
標
を
同
時
に
達
成
す

る
と
い
う
困
難
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る（
図
１
）。イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

を
見
て
み
る
と
、
〇
八
年
度
に
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
や

や
成
長
率
が
下
が
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
食
い
止
め
る
た
め

に
政
府
は
〇
四
年
度
か
ら
段
階
的
に
削

減
し
て
き
た
財
政
赤
字
を
拡
大
し
て
ま

で
政
府
支
出
を
増
や
し
た
。
ま
た
、
中

央
銀
行
で
あ
る
イ
ン
ド
準
備
銀
行
は
金

融
緩
和
政
策
を
採
り
、
市
中
銀
行
へ
の

貸
出
金
利
で
あ
る
レ
ポ
レ
ー
ト
を
四
・

七
五
％
に
引
き
下
げ
た
。
そ
の
後
国
内

需
要
が
順
調
に
伸
び
た
こ
と
も
あ
り
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
〇
九
年
度
か
ら
は
回

復
し
、
一
〇
年
度
ま
で
高
い
成
長
率
を

維
持
し
た
。
し
か
し
、
一
一
年
度
か
ら

図 1　経済成長率とインフレ率の推移

（出所） GDP：インド中央統計局ホームページ (http://mospi.nic.in)。
物価：インド商工業省、経済顧問室ホームページ (http://www.eaindustry.nic.in)。
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下
が
り
始
め
、
一
二
年
度
と
一
三
年
度

は
連
続
し
て
五
％
を
下
回
っ
た
。

一
〇
年
に
食
糧
価
格
が
急
騰
し
た
の

を
契
機
に
物
価
が
上
昇
し
、
年
間
卸
売

物
価
上
昇
率
は
九
・
六
％
と
な
っ
た
。

食
糧
価
格
の
上
昇
は
国
民
の
生
活
に
直

接
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に
、
与
党
の
支

持
率
を
下
落
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
与

党
は
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
に
敏
感
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
中
央
銀
行
は
イ
ン
フ

レ
抑
制
の
た
め
に
、レ
ポ
レ
ー
ト
を
四
・

七
五
％
か
ら
八
・
五
％
ま
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
た
。
年
間
卸
売
物
価
上
昇
率

は
一
三
年
に
入
っ
て
漸
く
六
％
ま
で
下

が
っ
た
。

●
食
糧
増
産
と
公
共
配
給
制
度

景
気
刺
激
の
た
め
の
財
政
政
策
と
イ

ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
の
金
融
政
策
は
ど

の
国
で
も
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
っ
て
、

イ
ン
ド
に
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。
イ

ン
ド
に
特
徴
的
な
問
題
と
し
て
農
業
生

産
と
補
助
金
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み

る
。イ

ン
ド
で
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
コ

メ
や
小
麦
の
高
収
量
品
種
の
導
入
が
普

及
し
始
め
た
。
こ
れ
は
「
緑
の
革
命
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
国
内
で

の
食
糧
生
産
が
不
足
し
、
旱
魃
が
起
こ

る
た
び
に
緊
急
食
糧
輸
入
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
緑
の
革
命
に
よ
っ

て
食
糧
が
増
産
さ
れ
、
七
〇
年
代
に
は

食
糧
の
自
給
を
達
成
で
き
た
。
そ
の
後

も
人
口
の
増
大
を
上
回
る
食
糧
の
増
産

が
進
み
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は

イ
ン
ド
は
食
糧
輸
出
国
と
な
っ
た
。
緑

の
革
命
は
農
家
の
所
得
を
上
昇
さ
せ
、

農
村
の
開
発
に
も
貢
献
し
た
。
こ
の
高

収
量
品
種
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
灌

漑
と
肥
料
が
不
可
欠
で
あ
る
。
イ
ン
ド

で
は
灌
漑
の
手
段
と
し
て
地
下
水
を
汲

み
上
げ
る
井
戸
灌
漑
が
一
般
的
で
あ

る
。
地
下
水
は
電
動
ポ
ン
プ
で
汲
み
上

げ
る
た
め
に
、
農
地
へ
の
配
電
も
必
要

と
な
る
。

緑
の
革
命
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に

は
、
収
穫
物
で
あ
る
穀
物
価
格
を
安
定

さ
せ
、
肥
料
や
農
業
用
電
力
と
い
っ
た

投
入
財
を
低
価
格
で
供
給
す
る
こ
と
で

農
家
に
利
潤
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
井
戸
の
採
掘
は
農
家
の
個
人
投
資

で
行
わ
れ
る
た
め
、
十
分
な
利
潤
が
見

込
め
な
い
限
り
、
投
資
は
行
わ
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
緑
の
革
命
も
普
及

し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
政
府

が
導
入
し
た
制
度
が
公
共
配
給
制
度
で

あ
る
。
こ
の
制
度
の
下
で
は
政
府
が
支

持
価
格
で
農
家
か
ら
購
入
し
た
コ
メ
や

小
麦
を
最
低
支
持
価
格
よ
り
も
低
い
価

格
で
国
民
に
供
給
し
て
き
た
。
そ
の
逆

ザ
ヤ
と
保
管
費
用
は
食
糧
補
助
金
と
し

て
政
府
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
農
家
は
穀
物
を
市
場
で
販
売
す

る
か
、
政
府
に
支
持
価
格
で
売
却
す
る

か
選
択
で
き
る
。
肥
料
は
政
府
が
補
助

金
を
製
造
業
者
に
支
払
う
こ
と
で
、
低

価
格
で
供
給
さ
れ
た
。
電
力
に
つ
い
て

も
州
電
力
公
社
か
ら
低
価
格
で
供
給
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
の
下
で
緑
の

革
命
が
普
及
し
た
一
方
で
、
食
糧
補
助

金
と
肥
料
補
助
金
の
増
大
は
財
政
に
負

担
と
な
っ
た
。

九
一
年
に
経
済
改
革
が
実
施
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
過
大
評
価
さ
れ
て
き
た
ル

ピ
ー
・
レ
ー
ト
が
実
勢
レ
ー
ト
ま
で
切

り
下
げ
ら
れ
た
。
穀
物
価
格
の
内
外
価

格
格
差
の
是
正
、
ま
た
当
時
進
行
し
て

い
た
イ
ン
フ
レ
を
懸
案
し
、
最
低
支
持

価
格
と
公
共
配
給
制
度
の
販
売
価
格
が

と
も
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。こ
の
結
果
、

消
費
者
は
公
共
配
給
制
度
の
下
で
の
購

入
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、
政
府
在
庫

が
累
積
し
た
。
そ
こ
で
、
九
七
年
に
は

販
売
価
格
を
差
別
化
し
、
貧
困
層
に
安

く
、
最
貧
困
層
に
は
さ
ら
に
安
く
販
売

す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
一
定
の
所

得
が
あ
る
層
は
質
の
よ
い
コ
メ
や
小
麦

を
市
場
か
ら
購
入
す
る
た
め
、
公
共
配

給
制
度
と
貧
困
対
策
を
結
び
つ
け
る
政

策
は
妥
当
な
も
の
だ
と
い
え
る
。
こ
れ

ま
で
貧
困
層
向
け
の
公
共
配
給
制
度
の

問
題
点
と
し
て
以
下
の
点
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
第
一
に
、
貧
困
層
が
う
ま
く

特
定
さ
れ
ず
、
本
来
対
象
と
さ
れ
る
べ

き
貧
困
層
に
食
糧
が
届
い
て
い
な
い
。

第
二
に
、
調
達
さ
れ
た
食
糧
の
在
庫
が

増
大
し
、
政
府
が
低
価
格
で
国
内
外
に

放
出
し
て
い
る
。第
三
に
、汚
職
に
よ
っ

て
食
糧
が
横
流
し
さ
れ
て
い
る
。
第
四

に
、
調
達
量
を
増
や
し
て
も
、
質
の
よ

い
コ
メ
や
小
麦
を
求
め
て
市
場
か
ら
食

糧
が
購
入
さ
れ
る
と
、
在
庫
の
増
大
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、

政
府
が
調
達
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
市

場
価
格
に
上
昇
圧
力
が
か
か
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
は
膨
ら
ん
だ

政
府
在
庫
か
ら
輸
出
市
場
に
コ
メ
と
小

麦
が
放
出
さ
れ
た
。
〇
四
年
度
か
ら
は

コ
メ
の
国
際
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
、

民
間
業
者
に
よ
る
輸
出
が
行
わ
れ
た
。

〇
六
年
・
〇
七
年
と
二
年
連
続
で
小
麦

の
政
府
調
達
が
不
足
し
、
政
府
在
庫
を

確
保
す
る
た
め
に
輸
入
が
行
わ
れ
た
。

コ
メ
に
つ
い
て
は
最
低
支
持
価
格
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

際
価
格
が
急
騰
し
た
こ
と
で
、
輸
出
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
ま
り
、
政
府
は
バ

ス
マ
テ
ィ
・
ラ
イ
ス
を
除
く
コ
メ
の
輸

出
禁
止
に
踏
み
切
っ
た
（
図
２
）。
一

一
年
度
に
な
る
と
コ
メ
と
小
麦
の
生
産

が
好
調
で
、
政
府
在
庫
も
増
大
し
た
た

め
コ
メ
と
小
麦
の
輸
出
規
制
が
緩
和
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
経
済
が
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受
け
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る
な
か
で
、
公
共
配
給
制
度
の
運
用
は

難
し
く
な
っ
て
き
た
。

汚
職
に
よ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
相
次

ぎ
国
民
の
信
頼
を
失
っ
て
い
っ
た
国
民

会
議
派
前
政
権
は
起
死
回
生
の
策
と
し

て
一
三
年
九
月
に
食
糧
安
全
保
障
法
案

を
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
法
案
で
は
農
村

人
口
の
七
五
％
、
都
市
人
口
の
五
〇
％

に
対
し
て
米
一
キ
ロ
あ
た
り
三
ル
ピ
ー

（
約
五
・
二
円
）、
小
麦
同
二
ル
ピ
ー
で

毎
月
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
財

政
赤
字
を
拡
大
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
中
央
政
府
の
政
府
在
庫
調
整
を
よ

り
困
難
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

●
財
政
赤
字
と
補
助
金

イ
ン
ド
に
お
い
て
食
糧
の
増
産
が
農

業
へ
の
補
助
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
そ
こ

で
、
補
助
金
が
財
政
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
見
て
み
る
。

財
政
赤
字
の
拡
大
は
国
債
の
利
子
支

払
い
負
担
を
増
大
さ
せ
財
政
を
圧
迫
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
レ
の
要
因
と
な

る
。
イ
ン
ド
人
民
党
が
与
党
で
あ
っ
た

二
〇
〇
三
年
に
財
政
責
任
予
算
法
が
可

決
さ
れ
、
中
央
政
府
は
〇
八
年
度
ま
で

に
財
政
赤
字
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
％
以
下
に

縮
小
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
規
制
に
よ
り
財
政
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
は
〇
二
年
度
の
五
・
九
％
か
ら
〇

七
年
度
の
二
・
五
％
に
ま
で
に
下
が
っ

た
。
図
３
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
中

央
政
府
の
歳
出
に
占
め
る
利
子
支
払
い

の
比
率
は
一
〇
年
度
ま
で
低
下
し
て
い

る
。
し
か
し
、
〇
八
年
度
に
は
一
次
産

品
の
国
際
価
格
が
上
昇
す
る
な
か
で
原

油
輸
入
価
格
が
高
騰
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
肥
料
の
原
料
費
が
上
昇
し
、
肥
料
補

助
金
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
歳
出
に
占
め
る
補
助
金
総
額
の
比
率

は
〇
七
年
度
の
九
・
八
％
か
ら
一
四
・

七
％
に
上
昇
し
た
。
ま
た
、
政
府
支
出

が
増
大
し
た
こ
と
も
あ
り
、
〇
八
年

度
の
財
政
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
六
・

〇
％
に
、
〇
九
年
度
に
は
六
・
五
％
に

ま
で
上
昇
し
た
。

〇
九
年
度
か
ら
石
油
補
助
金
が
増
大

し
て
い
る
。
石
油
製
品
販
売
企
業
（
す

べ
て
国
営
）
は
政
府
か
ら
の
認
可
な
し

に
石
油
製
品
の
値
上
げ
が
で
き
ず
、
価

格
が
管
理
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
石
油

製
品
価
格
の
値
上
げ
が
輸
送
費
の
増
大

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
を
加

速
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
原
料
と

な
る
原
油
価
格
が
値
上
が
り
す
る
一
方

で
、
石
油
製
品
価
格
の
値
上
げ
が
認
め

ら
れ
な
い
た
め
、
〇
八
年
度
に
は
赤
字

を
計
上
す
る
国
営
企
業
が
で
た
。
こ
の

国
営
企
業
の
赤
字
を
補
填
す
る
の
が
石

油
補
助
金
で
あ
る
。
一
一
年
度
以
降
は

補
助
金
と
利
子
支
払
い
が
中
央
政
府
歳

出
の
四
〇
％
近
く
を
占
め
る
状
態
が
続

い
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
の
対
応
策
と
し
て
石
油
補

助
金
や
食
糧
補
助
金
を
増
や
す
の
で
あ

れ
ば
、
補
助
金
を
削
減
す
る
こ
と
で
財

政
赤
字
を
減
ら
し
、
イ
ン
フ
レ
を
抑
制

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
。
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て

一
番
大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
貧
困

層
で
あ
る
。
と
く
に
農
業
に
従
事
し
な

が
ら
も
穀
物
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
農
業
労
働
者
に
と
っ
て
イ
ン
フ
レ

は
死
活
問
題
と
な
る
。
農
業
労
働
者
は

小
作
と
違
い
、
一
定
の
収
穫
物
を
得
る

権
利
を
持
っ
て
い
な
い
。
公
共
配
給
制

度
に
よ
り
低
価
格
で
穀
物
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
食
糧
を
確
保
し
や
す

く
な
る
が
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
本

来
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
貧
困
層
に
食
糧

が
届
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
は
貧
困
対
策
の

観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
の
貧
困
を
考
え

図２　穀物の政府在庫と輸出

（出所） インド農業省，Agricultural Statistics at a Glance 
(various issues)。

図 3　中方政府歳出に占める補助金と利子支払いの比率

（出所） インド財務省ホームページ (http://indiabudget.nic.in)。
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れ
ば
、
貧
困
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
公
共
配
給
制
度
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
自
然
災
害
に
備
え
て
政
府
が
一

定
の
穀
物
備
蓄
を
保
つ
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
必
要
以
上
の
政
府
在

庫
を
保
持
す
る
の
は
財
政
負
担
を
増
や

す
だ
け
で
あ
る
。
政
府
在
庫
の
状
況
を

み
な
が
ら
、
公
共
配
給
制
度
の
調
達
価

格
を
引
き
下
げ
る
こ
と
も
必
要
と
な

る
。
調
達
価
格
の
決
定
の
際
に
は
農
民

団
体
か
ら
の
引
き
上
げ
圧
力
が
か
か
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
新
政
権
は
農

民
団
体
の
既
得
権
益
と
衝
突
す
る
こ
と

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貧
困

層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
公
共
配
給

制
度
を
維
持
し
な
が
ら
、
肥
料
補
助
金

と
食
糧
補
助
金
を
削
減
し
、
農
業
へ
の

公
共
投
資
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
結
び

政
府
が
累
積
赤
字
を
抱
え
、
イ
ン
フ

レ
が
表
面
化
し
て
い
る
状
態
で
は
、
ま

ず
補
助
金
を
削
減
し
な
が
ら
、
財
政
赤

字
を
減
ら
し
、
利
子
支
払
い
の
負
担
を

減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
財

政
赤
字
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
政
府

を
効
率
化
し
、
政
府
の
支
出
を
抑
制
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
次
の
問
題
は

将
来
の
た
め
に
、
ど
の
分
野
に
ど
れ
だ

け
公
共
投
資
を
配
分
し
て
い
く
か
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
工
業
化
と
農
村
開
発
の

配
分
が
問
題
と
な
る
。

イ
ン
ド
で
は
こ
れ
か
ら
労
働
力
人
口

が
増
大
し
て
い
く
。
労
働
力
人
口
の
増

大
よ
り
も
多
く
の
雇
用
を
創
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
失
業
者
を
減
ら
し
、
貧

困
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
製
造
業
が
雇
用
を
吸
収
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
広

く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
一
年
度

の
経
済
改
革
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で

の
製
造
業
付
加
価
値
の
平
均
成
長
率
は

七
・
〇
％
伸
び
た
。
し
か
し
、
就
業
者

数
に
占
め
る
製
造
業
の
比
率
は
九
三
年

度
の
一
〇
％
か
ら
一
一
年
度
の
一
三
％

へ
と
ほ
ぼ
変
化
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に

重
要
な
点
は
、
一
〇
年
度
に
お
い
て
製

造
業
就
業
者
の
う
ち
七
三
％
が
非
組
織

部
門
（
従
業
員
数
が
動
力
使
用
の
場
合

は
一
〇
人
未
満
、
不
使
用
の
場
合
は
二

〇
人
未
満
）
で
就
業
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

外
国
直
接
投
資
は
直
接
雇
用
を
創
出

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
場
企
業
と
の

取
引
を
通
し
て
技
術
を
地
場
企
業
に
移

転
す
る
し
、
将
来
関
連
産
業
が
発
展
す

れ
ば
間
接
的
に
雇
用
を
創
出
す
る
。
と

は
い
え
、
外
国
直
接
投
資
が
雇
用
に
与

え
る
影
響
は
僅
か
に
過
ぎ
な
い
。
長
期

的
な
観
点
か
ら
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、

各
企
業
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

生
産
費
用
を
引
き
下
げ
、
製
造
業
全
体

の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
人
民
党
が
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、

大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
は
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
政
府
が
こ
れ
か
ら
造
ろ

う
と
し
て
い
る
工
業
団
地
に
企
業
が
入

居
し
、
本
格
的
に
操
業
を
始
め
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
。
下
院
の
任
期
五

年
間
で
は
効
果
が
現
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
製
造
業
だ
け
で
は
巨
大
な

労
働
力
人
口
を
吸
収
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
農
村

部
で
の
非
農
業
雇
用
の
創
出
で
あ
る
。

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
は
海
に
面
し
て
い

る
と
い
う
有
利
な
地
理
的
条
件
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
も
と
も
と
工
業
化
が
進

ん
で
い
た
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

す
る
こ
と
で
企
業
誘
致
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、イ
ン
ド
全
体
を
考
え
る
と
食

糧
政
策
と
貧
困
対
策
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州

の
工
業
地
帯
に
貧
困
地
帯
か
ら
出
稼
ぎ

に
来
る
労
働
者
は
家
族
を
故
郷
に
残
し

て
、
単
身
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
非
組
織
部
門
や
組
織

部
門
で
非
正
規
労
働
者
と
し
て
就
業
し

て
い
る
労
働
者
を
低
賃
金
で
雇
用
で
き

る
の
は
、
農
村
部
に
失
業
者
ま
た
は
半

失
業
者
が
滞
留
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
前
政
権
は
包
括
的
成
長
（inclusive 

grow
th

）
を
掲
げ
て
農
村
部
で
の
雇
用

創
出
に
力
を
入
れ
た
が
、
は
っ
き
り
と

し
た
成
果
を
出
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。
新

政
権
は
工
業
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
く
よ
う
に
み
え
る
。
工
業
化
は

必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
農
村
開
発
を

軽
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
う
ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
専
修
大
学
経

済
学
部
教
授
）
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